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富山． 
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ラム富山「創薬」；2016 Oct 11；富山． 
16)  髙津聖志，長井良憲，岡本直樹．免疫難病の治療を目指した天然薬物シーズによる創薬開発．北陸技術交流テクノ
フェア 2016；2016 Oct 20-21；福井． 
17)  渡邉康春．メタボリック症候群の基盤病態である内臓脂肪組織の炎症・線維化機序の解析とそれを制御する天然物
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大学院医学薬学研究部 （医学部） 寄附講座
− 226 − − 227 −
